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における食品の栄養槻能を求めて

学生の食事摂取について　第４報）
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法〕　1 . 調査対象：本学家政学専攻学生　年齢18-22才　330 名.　2 .調査時期：

次調査として　1988年12月下旬の冬期休暇中．　3 .調査内容：第2 次調査の結果から

案による13食品群中、目安量で不足していた食品を補うように努めさせた．その他は

の方法に準じた.
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況　身長　157. 9 cm. ,体重　51. 4 kg. である，

養素充足度を示した　Ca, FeおよびビタミンＤ

かし　ビタミンＤの大きな　SDは対象家庭にお

られる。
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